
1415 広報あづみの　2009.9.23 14

Ｑ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

っ
て
何
で
す
か
？

　

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く

状
況
や
課
題
を
整
理
し
、
お
お
む
ね

20
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
・
基
本
方
針
を
定
め
、
土
地
利

用
や
道
路
・
公
園
と
い
っ
た
都
市
施

設
の
整
備
の
基
本
方
針
を
示
す
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
都
市
計
画
に
関
す

る
市
の
方
向
性
を
示
す
計
画
で
す
。

Ｑ
市
の
総
合
計
画
と

の
関
連
性
は
？

　

法
律
の
体
系
か
ら
見
る
と
下
図
の

よ
う
な
関
係
に
な
り
ま
す
。
総
合
計

画
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
、

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
向
性
を

定
め
る
一
方
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
都

市
計
画
法
に
基
づ
き
、
長
野
県
が
定

め
る
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
主
に
都
市
計
画
に
関
す
る
内

容
か
ら
見
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
都
市
計
画
は
都
会
4

4

の
計
画
で
は
？

　

現
在
の
都
市
計
画
法
は
、
高
度
成

長
に
よ
る
市
街
化
の
無
秩
序
な
拡
大

を
防
ぎ
、
公
共
投
資
の
効
率
化
を
図

る
た
め
昭
和
43
年
に
制
定
さ
れ
、
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
長

野
県
で
は
、
長
野
市
・
松
本
市
な
ど

の
都
市
に
区
域
区
分
（
線
引
き
）
が

導
入
さ
れ
、
昭
和
46
年
に
は
旧
豊
科

町
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、地

方
都
市
に
お
い
て
も
開
発
圧
力
が
高

ま
る
な
か
で
、
土
地
利
用
や
建
築
物

に
一
定
の
制
限
を
か
け
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う

と
運
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

高
度
成
長
期
に
は
、
開
発
に
対
応

し
、
規
制
・
誘
導
を
図
る
こ
と
が
大

き
な
役
割
で
し
た
が
、
現
在
は
「
保

全
」
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
地
方
に
お
い
て
も

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
い
っ
た
性

格
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
細
か
い
道
路
な
ど
も

計
画
さ
れ
ま
す
か
？

　

図
面
に
示
す
道
路
は
、
新
規
計
画

さ
れ
る
主
要
幹
線
や
今
後
整
備
が
必

要
と
な
る
主
要
道
路
な
ど
で
す
が
、

道
路
へ
の
歩
道
設
置
な
ど
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
文
章
で
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
一
般
的
に
使
わ
れ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」と
マ

　
　
　

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
関

　
　
　

連
し
ま
す
か
？

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
は
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
検
討
を
行
っ
て
い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
都
市
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

す
る
こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
の
連
携
強
化
の
役
割
を

担
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
計
画
づ
く
り
に
市
民
は

参
加
し
て
い
ま
す
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
参
加
・
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
で
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。今
後
は
、多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
に

懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
細
部
の
計
画
や
条
例
の
中
で
は
、

市
民
の
役
割
・
参
加
な
ど
を
明
確
に

す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
条
例
と

　
　
　

の
関
連
性
は
？

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
「
土
地
利
用

の
方
針
」
を
達
成
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
制
定
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
来
年
2
月
ご
ろ
に
予
定
し

て
い
る
地
域
別
懇
談
会
で
は
、
こ
の

条
例
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
私
た
ち
は
ど
ん
な
時

に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　

を
活
用
で
き
る
の
？

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
将
来

像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
に
し
て
い
く
か
を
示
す
計
画
で

す
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち

づ
く
り
に
か
か
わ
る
上
で
の
「
参
考

書
」と
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
い
つ
ま
で
に　
　

決
定
す
る
の
？

　

10
月
ご
ろ
に
素
々
案
を
作
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
と
の
整
合
を

図
り
、
来
年
8
月
ご
ろ
の
策
定
を
目

指
し
ま
す
。

◆

　

皆
さ
ま
の
素
朴
な
疑
問
な
ど
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
、電
話
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ･･･

。
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
参
考
書

市
は
現
在
、
土
地
利
用
制
度
の
統
一
に
向
け
、
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
以
下
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
と
、「
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
っ
て
何
？
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
と
は
？
、
土
地
利
用
制
度
と
の
関
係
は
？
・
・
・
」。

今
月
号
か
ら
都
市
計
画
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。地方自治法第2条第4項

第1次安曇野市総合計画

計画期間H20～H29

10年間

長野県が定める

「整備・開発及び保全の方針」

5地域それぞれに策定済

都市計画法第6条の2

都市計画マスタープラン…都市計画法第18条2
（都市計画に関する基本的な方針）

809㌶
　この数字は、市内の用途地域の面積（豊科地域 499㌶・穂高地域 310㌶）です。用途地域は、積極的に開
発を進める場所として位置づけられていますが、建物などの用途（工場・商店・住宅など）の混在を防ぐた
めに 12 種類の用途地域により運用されています。三郷・堀金・明科地域には現在用途地域はありませんが、
新しい土地利用制度では、旧町村の中心となってきた場所について用途地域を定めていきたいと考えていま
す。（参考：安曇野市全域の面積 3 万 3,182㌶、5 地域合計の都市計画区域面積 1 万 9,841㌶）

あんな数字・こんな数字？ 　ミニコラム①


